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B続―前のインド(前 7～ 6世紀)●ジャィナ教

○踊子 モヘ

ンジョ=ダ ロ出

土。容貌と腕輪

からドラヴィダ

系と考えられる。

○モヘンジョ =ダロ 1922年,イ ンダス川下流の西

岸(パキスタン)で発見。「死の丘Jの意。1 6km四方にわた

る計画都市で,縦横に走る道路,レンガ造りの公共施設,

住宅があり,街路には下水溝も設けられていた。

○モヘンジョニダロ出土の印章 ―辺が2～ 5 cm

の凍石製の印章で,商業用か護符に使用された。牛や象

などの動物と共にインダス文字が刻まれているが,未解

読である。

アーリヤ人の侵入

0コ:F‖  家系 血族を意味する _

ボルトガル語のcastaに由来する

インド特有の身分階層制度(ヴ ァス

コ=ダ =ガマー行がこうよんだ)。

ヴアルナ(色 )と ジャーティ(出 自)

により構成される。白い皮膚のア

ーリヤ人が黒い皮膚の先住民を征

服 差別化したことが原型で,4ヴ

アルナが生まれた。各ヴァルナは

時代と共に細分化し,職業と結び

ついたジャーティから構成されて

いる。ジャーティの数|よ現在4000

とも5∞0ともいわれている。

ア
ー
リ
ヤ
人

○カイバル峠

パキスタン北西部の

峠で最高地点の標高

は1027m。 古来,西

アジアとインドとを

結8ヽ ポイントであり,

アーリヤ人,ア レク

サンドロス大王,ム

ガル帝国の建国者バ

ーブルなどもこの峠

を越えてインドに侵

入した。

〈社会の最上位〉

王侯 武士
〈政治 軍事〉

庶民(農工商人)

〈納税の義務〉

隷属民
〈被征服民〉

イングス文明と新宗教嘔||
○ジャイナ教の

{曽 ジャイナ教はバ

ラモン教の神々を否

定する無神論に立ち,

カーストも否定し,

おもにヴアイシャに

広まった。動植物

大気 地 火 水に

霊魂の存在を認め,

不殺生 不妄語 不楡

盗 不邪淫 無所有の

五戒を守る厳しい修

行で解脱をめざす。

修行者は小虫を殺さ

ないよう等で地面を

掃いて歩き,マスク

をつける。商人や金

融業者に信者が多い。
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●現代南アジアの宗教分布
南アジア諸国はヒンドゥー教・仏教・イスラム教の三大宗教が混在し,複雑

な宗教 政治問題を抱えている。とくにインドでは,これら3宗教にシク教や

ジャイナ教など多くの宗教が絡み合い,1947年 のパキスタンとの分離独立後も,

マハトマ =ガ ンディーの暗殺(1943)に象徴される国家要人暗殺(OP223コ ),カ

シミール帰属問題(住民はイスラム教徒,藩王はヒンドゥー教徒)や スリランカ

のタミル人(ヒ ンドゥー教徒)分離独立運動など種々の問題が発生している。
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地形は現在のもの

l  lイングス文明
の領域

L_」 アーリヤ人の

定住域
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口 4月 8日 ,ソ レンビニ

ガウタマ =シ ッグールタ(

の園で生まれる。父はシャ

:62千三Fζl:[者極:⇒
産褥熱で死去。叔母にカピ

ラ城で養育される。

● 現代と意味が異なる仏教語

〈仏教語での意味〉一 く現代語の意味〉

有難い 善行を積み、人間に生誅れ変

わること     一 感言身寸

億却  極めて長い時間―→ めんどう

我慢  自信をもつこと

一 耐えること

出世  出家 ― 地位を高めること

道楽  仏道を求める楽しさ

―・ (つ まらない)趣味

嘔正D2層 1∫
日
,クシ    ○ベナレ1,v19サー

ナガラの沙羅樹の下で    ルナート(鹿野苑)で初

枕を北に,右脇を下に    説法。以後45年 FB5布教

して水眠(涅槃)。      の旅を続ける。

●力…スト制度

ヴァイシャ

L… ……………………………………………………………………………

_0路上で休む牛(デリー)ヒンドゥー教では,



|□D古代インド続―国家
田古代インドの推移 10円田・年
イ
ン
グ
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文
明
期

ハラッパー・モヘンジョ
●イングス川中 下流域に約60の都市が形成

(ドラヴィダ人の都市文明?)

●青銅器文明 計画都市 彩文土器 印章(イ ングス文字)

前201Xl頃 アーリヤ人(E口 欧語系),中央アジア方面より移動開始
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ー
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時
代

F鴨ツ郎FiプIプしt閻槻」
西北インいに侵入
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6慇樫嬰糧■i理装蒲進ギ|ロピ讐聖11司度の成立
)

前7～前5世紀

前5世紀

前364頃

”ャイナ轍「“〕

社会変動と革新思想の台頭
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マウリヤ朝(前317頃～前180頃)者陶 ―ヾタリプトラ

前317頃 チャンドラグプタが建国

瘍笏鱚攣鋼
前180頃  マウリヤ朝の崩壊

前 1世紀 サカ族(イ ラン系)の侵入 サータヴフー八ナ

クシャーナ朝(後45～ 240頃 )都 プルシャプラ

後45 イラン系クシャーナ族が建国

(位 130頃 ～170頃 )

●第4回仏典結集と大乗仏教の確立

ナーガールジュナ(讐樹)の仏教研究
●ガングーラ美術の隆盛

240頃 ササン朝ペルシアにより崩壊

(ア…ンドラ)朝

(前 1世紀～後3世紀中頃)

ドラヴィダ人の建国
バラモン教の復興

独特の仏教美術
『マヌ法典Jの原型形成
□―マ 東南アジアと

の季節風貿易

グプタ朝(320頃～550頃)都 パータリプトラ

320頃 チャンドラグプタ1世 が建国

5世紀中頃 ナーランダー僧院建立
5世紀後半 エフタルの侵入により衰退

ヴアルダナ朝(606～ 647)都 カナウジ(曲女城)

606 ハルシャ=ヴァルダナ王(戒日王)が建国,仏教保護

○唐僧女鱈の来朝(ナーランダー僧院で学ぶ)

○仏教の衰退とヒンドゥー教の発展
フ世紀後半～ 諸王朝に分裂

0上座部仏教と大乗仏教の形成

○石柱碑柱頭 法輪は仏法

を象徴。インド国旗の中央の図

柄|よ法輪とチャルカを表す。
高さ212伽 ,サールナー ト博物館蔵

○サーンチ
ーの塔門
ストウーパの

:[3ili』

菖『塾ザ羮

○ガンダーラ書薩像

クシャーナ朝において,ヘ

レニズム文化の影響を受け,

初めて仏像力造られた。カー

ルした頭髪 髭 高い鼻

ギリシア的な衣服が特徴で

ある。(OP33日 Ll l

0サーンチー

のス トゥーバ

アショーカ王が建

立し,後に増築さ

れた,釈迦の合利

(遺骨)を納めるた

めの覆鉢型の塔。

塔の上には日傘が

ついている。日本

の五重の塔などの

起源。また卒塔婆

は,ス トゥーパを

語源とする。

マウリヤ朝 (前 3～前 2世紀)

アレクサンドロスの
遠征路(前 4世紀末)

I  Iアショーカ
王時代の最
大領域

十 磨崖碑
1 石柱碑

・  代表的仏教
遺跡

サータヴァーハナ朝とクシャーナ朝(2世紀中頃)
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ァティ ベンヽ でヽ,

|  |力ニシカ王

時代の最大

領域

・  代表的仏教

鰤

l  lサータヴァー八

ナ朝の最大領域

(紀元後 1世紀 )

一――海上交易路

（仏
教
教
団
の
成
立
）

原
　
始
　
仏
　
教

アショーカ王時代
(仏教教団の発展)

●仏陀の教え(法 )に従い出家し修行。悟りを重視

:書襟拡装(ツ才炉啓ルマなどに殺選)

●小乗仏教(大乗仏教か
0紀元前後に形成。各地Qろトゥー

ベ幌界まり

仏陀自身を信仰。仏陀の慈悲による衆生の救〕
●経典  サンスクリット(梵語)

●北伝仏教(中国 朝鮮 日本などに伝播)

0カニシカ王時代に第4回仏典結集保守派 (上座部)と革新派 (大衆部)の

対立(戒律の守り方をめぐる)

巻

罐 ′
‐

:Ⅲ鴫

高さ17m,基部直径37m



グプタ朝 (5世紀初め) ヴアルダナ朝 (7世紀前半)
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チベット

ヒマラヤ山脈
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|  |チ ャン ドラ

グプタ 2世
時代の領域

|  |エ フタルの

最大領域

(6世紀初め)

・  代表的仏教
遺跡

|  |ヴ アルダナ

朝の領域

・  代表的仏教
遺跡

―
サム ドラグ

プタの遠征

路 (推定)

①アジャンター石窟寺院(左 )と書薩像(右 )Cll

前 1世紀から7世紀にかけて開窟され,29の窟院が

ある。1817年 ,イ ギリス人が偶然発見。室内の壁画は '

純インド風のグプタ様式で描かれた仏教説話図が多 |

憎靱 杷理醤[l獅冒:土tン
経て2世紀の後,法隆寺金堂の壁画へと姿を変えた。

ロインドにおける宗教・哲学

OII「静 ヒンドゥー教は一般

民衆の生活に深く浸透している。

ガンジス川中流の聖地ヴァラ

ナシ(ベナレス)に は全国

から巡礼者が訪れ,沐

浴する。沐浴により

―切の罪・汚れから

浄められると信じら

れている。濁水も教

徒には神聖である。

○踊るシヴァ

(破壊と創造の神)

(12cチ ョーラ朝)高さ95cm
ニューデリー国立博物館蔵

'響せ
するヒ:

グプタ朝時代の5世紀に建

立され12世紀まで仏教教学

の中心として繁栄。12世紀

末にイスラム教徒により破

壊され廃墟と化した。法顕

が渡印した時には建立され

ていなかったが,玄美が6

年PB5を ここで過こした7世

紀前半には,約 1万人の学

僧が研究に励んでいた。

宗
教 バラモン教 ウパニシャッド哲学 仏  教 ジャイナ教 ヒンドゥー教

成
立
。始
祖

●前10世紀頃

自然を神格化し

て崇拝

●前7世紀頃

バラモン教の形式主義

に対する内部革新

●前5世紀頃

ガウタマニシッダールタ

(尊称 :仏陀釈迦牟尼)

●前6～ 5世紀頃

ヴァルダマーナ

鱒称|マツトヴィーラ)

●紀元前後に成立

グプタ朝期に確立

農村を中心に浸透

教

義

●ア=リ ヤ民族

の繁栄と除災招

福を祈る賛歌を

集めた『ヴェー

ダ』が聖典

●犠牲を捧げ,

祭式で神々をTE

る(祭式万能)

●大宇目の本質ブラフ

マン(梵)と個人の本質

アートマン(我)とが同

一(梵我一如)であるこ

とを正しく認識するこ

とで輪廻を脱すること

ができる(解脱)

●現実の人生を苦とと

らえる(四苦)

●その苦の原因は万物

の真実の姿(縁起)に つ

いての無知(無明)に あ

り,八正道を実践する

ことにより解脱(1吾 り)

できると説く

●肉体的苦行の

実践による霊魂

の浄化

●生命の絶対尊

重(不殺生)と 自

己救済をめざす

修行により解脱

●バラモン教に土着信

仰が融合。特定の始

祖 統一的教義はない

●『ヴェーダ』が根本聖

典。霊魂不滅を信じ輪

廻からの解脱を求める。

三大神(シヴァ神 ヴィシ

ュヌ神 ブラフマー神)

意

義

バラモン階級が

祭儀を独占。力

―スト制度と一

体化し自己保全

呪力を否定し,知によ

る救済を主張した世界

最古の哲学的思想。 ド

イツ観念論哲学に影響

クシャトリヤ階級に支

持され,統一国家(反

カースト反部族主義)

の精神的支柱とされた

ヴァイシャ(特

に商人)が支持。

現在300万近い

信者がいる

現在インドの83%が信

者。カースト制度と結

合し一般民衆に浸透

●仏教の伝播
七福神に入つたヒンドウ…教の神

+― ヒンドゥー教のシヴァ神(生殖神)

‐―ヒンドゥー教のクベーラ神(福徳神)

)‐…ヒンドゥー教のサラスヴアティー神(幸福神)

匡 ∫

望神)]_ぷ
籠 郭 浬 貪 嘲 給

'評

宗教福徳神)‐中国唐代末期に実在した僧「契此」

奇(大漁神)―日本のゲ鼻諮彗(欄鼻省雪の三男)

:寿老人


